
第四章神戸と災害

発協議1J'で見つかった阪神・淡路大渓災の殴砂防：（長国区御船逃跡）

第一節先史n苛代の自然災害

第二部古代の白然、災害

第三節古代の災害観と災異思想



第
一
節

先
史
時
代
の
自
然
災
害

災
害
史
の
研
究
方
法

災
害
史
研

究
の
窓
義

自
然
災
害
は
、
台
風
、
地
震
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
異
常
な
自
然
の
力
と
、
入
閣
の
社
会
活
動
と
の
か
か
わ
り
で
生

じ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
災
害
研
究
に
は
、
た
と
え
ば
降
雨
量
や
マ
グ
ニ
チ
ュ
1ι

・
ド
の
観
測
な
ど
、

そ
の
異
常
な
力
の
側
聞
か
ヨ
り
す
る
も
の
と
、

そ
れ
に
反
応
し
た
人
間
活
動
の
側
面
か
ら
災
申
告
を
と
り
あ
げ
る
も
の
と
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
自
然
の
力
の
規
模
や
範
囲
、
あ
る
い
は
そ
の
長
期
に
わ
た
る
変
化
や
周
期
性
な
ど
を
知
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

れ
に
触
発
さ
れ
て
行
わ
れ
た
人
間
の
活
動
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
人
間
社
会
に
対
し
て
及
ぼ
し
た
影
響
な
ど
を
歴
史
的
に
解
明
す

る
こ
と
が
災
害
史
研
究
の
目
的
と
な
る
。
近
年
の
地
球
温
暖
化
に
伴
う
真
夏
日
の
増
加
や
、
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
の
多
発
な
ど
を

挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
自
然
環
境
の
変
化
が
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
。
ま
し
て
や

前
近
代
の
人
々
が
、
現
代
以
上
に
自
然
環
境
の
変
化
に
影
響
を
受
け
、
翻
弄
さ
れ
続
け
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
災
窓
口
が

異
常
な
自
然
の
力
を
契
機
と
し
て
発
生
す
る
も
の
と
す
る
定
義
に
よ
れ
ば
、
災
害
は
「
非
日
常
的
」
な
出
来
事
で
あ
る
が
、
前

近
代
の
人
々
に
と
っ
て
は
あ
る
意
味
で
「
日
常
的
」
な
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

つ
ま
り
過
去
の
人
々
が
災
害
に
向
き
合
い
、
克
服
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し
て
き
た
歴
史
を
知
る
こ
と
は
、
過
去
の
人
々
の
日
常
を
知
る
営
み
に
も
通
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
研
究
成
果
は
、
過

去
の
災
害
の
教
訓
を
現
代
に
活
か
す
上
で
も
大
き
な
意
義
を
も
っ
。

考
古
学
が
明
ら
か

に
し
た
自
然
災
害

土
地
に
刻
ま
れ
た
過
去
の
人
々
の
生
活
の
痕
跡
を
示
す
遺
構
ゃ
、
過
去
の
人
々
が
作
り
、
使
用
し
た
選

呉
や
そ
の
原
材
料
で
あ
る
遺
物
は
、
神
戸
市
内
の
遺
跡
か
ら
こ
れ
ま
で
も
数
多
く
出
土
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

し
か
し
、
近
年
で
は
こ
の
よ
う
な
人
為
的
な
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
火
山
や
洪
水
、
地
震
に
よ
る
自
然
現
象
で
生
じ
た
痕
跡

も
含
め
て
発
掘
調
査
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
近
年
の
考
古
学
は
、
過
去
の
自
然
災
害
も
含
め
て
明
ら
か
に
し
て

く
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
神
戸
市
域
で
発
生
し
た
古
代
の
災
害
と
、
災
害
に
対
す
る
当
該
期
の
為
政
者
や
市
域
に
住
ま

う
人
々
の
対
応
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
。

先史II寺代の自然災害

2 

遺
跡
に
み
る
神
戸
の
自
然
災
害

さ
い
せ
つ
ぶ
つ

火
山
災
害
は
、
溶
岩
流
や
火
砕
流
な
ど
の
直
接
的
な
被
害
の
他
に
、
噴
出
し
た
砕
屑
物
（
テ
フ
ラ
）
の
降
下
や

火
山
災
害

堆
積
に
よ
る
二
次
的
な
被
害
も
も
た
ら
す
。
ま
た
、
埋
没
や
破
壊
以
外
に
も
、
多
量
の
噴
出
物
に
よ
る
臼
傘
効

果
は
、
無
視
で
き
な
い
気
候
変
異
を
と
も
な
い
、
人
々
の
生
活
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

鹿
児
島
県
南
方
沖
の
竹
島
・
硫
黄
島
を
外
輪
山
と
し
た
海
底
火
山
で
あ
る
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
か
ら
、
お
よ
そ
七
三

O
O年
前

第一節

（
縄
文
時
代
早
期
末
）
に
臣
大
な
噴
煙
が
た
ち
の
ぼ
っ
た
。
鬼
界
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
（
以
下
K

品
と
略
）
は
、
南
西
諸
島
か
ら
東
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北
地
方
に
か
け
て
、
北
海
道
を
除
い
た
日
本
列
島
の
ほ
と
ん
ど
を
一
様
に
麗
う
広
域
テ
フ
ラ
で
あ
っ
た
。
広
域
テ
ブ
ラ
は
、
降

k
i
仙
も
縄
文
早
期

1
前
期
の
基
準
腐
と

下
の
同
時
性
か
ら
、
遺
跡
の
編
年
研
究
に
対
す
る
有
効
性
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

た
る
み
ひ
ゆ
フ
か

垂
水
日
向
遺
跡
（
垂
水
区
）
で
は
、
厚
さ
最
大
四

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
火
山
灰
層
が
検
出
さ
れ
た
（
写
真
“
）
。
こ
の
う
ち

下
部
の

。
数
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
は

K
i
品
純
降
灰
層
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

一
時
に
こ
れ
ほ
ど
多
量
の
降
灰
が
あ
っ
た

こ
と
は
、
環
境
に
大
き
な
変
化
を
生
じ
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
、
当
時
の
神
戸
市
域
に
住
ま
う
人
々
へ
の
恐
怖
や
、
生
活
に
与
え

た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
発
掘
調
査
で
は
、
火
山
灰
の
上
を
歩
い
た
縄
文
人
の
足
跡
（
写
真
打
）
や
、

火
山
灰
で
海
底
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
さ
ざ
波
の
跡
（
写
真
問
）
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。

水
害

台
風
や
集
中
豪
雨
に
伴
う
水
害
の
被
害
に
は
多
様
な
形
態
が
あ
る
が
、
前
近
代
に
お
け
る
人
々
は
、
河
川
の
氾
濫
や

土
石
流
・
高
潮
な
ど
と
の
戦
い
の
歴
史
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
神
戸
市
内
に
は
、
洪
水
の
跡
が
み
ら
れ
る
遺
跡

が
複
数
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

写真16 浅い内海のJ去に
iif~ fillした火山Ek
（主張水日向地跡）

明
石
川
流
域
で
は
、
先
に
見
た
垂
水
日
向
遺
跡
に
お

い
て
、
縄
文
時
代
中
期
か
ら
晩
期
の
造
物
を
包
含
す
る
、

厚
さ
二
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
砂
陳
層
が
検
出
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
に
は
、
常
緑
広
葉
樹
を
主
体
と
す
る
膨
大

な
量
の
流
木
群
が
含
ま
れ
て
い
る
（
写
真
門
）
。
こ
れ
は
、

遺
跡
に
隣
接
す
る
福
田
川
の
氾
植
に
よ
っ
て
一
気
に
押
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第一節先史時代の1§1然災害

’与：爽18 火山灰で海底に閉じこめられた

さざ波の跡（垂水iヨ向:ii：；跡・縄文

II寺代）

写真20 7)<.EBを繰り返し怒った

r97 

洪水（！ない従点は足跡、に

たまった洪水の跡）〔J栄江

北町滋跡・奈良H寺代〕

写真17 火ill灰の i二を歩いた縄文

人の足跡（君主水日向遺跡）

写真19 洪水で根こそぎ流されてきた楠

の大木（fil水日向:ihl跡・縄文：II寺代）

写真[21 1磯を吹き上げている噴砂

（玉砕旧工jJ遺跡・古墳時代）
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し
流
さ
れ
て
き
た
樹
木
が
堆
積
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
伴
出
し
た
縄
文
時
代
晩
期
の
土
器
の
年
代
か
ら
、
今
か
ら
約

一一二

O
O年
前
の
洪
水
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
明
石
川
中
流
の
沖
積
平
地
に
立
地
す
る
玉
津
田
中
遺
跡
（
四
区
）
で
は
、

ひ
と
つ
の
集
落
を
飲
み
込
む
ほ
ど
の
大
洪

水
が

弥
生
時
代
中
期
（
紀
元
前
後
）
に
起
き
て
い
る
。
中
期
中
葉
に
な
る
と
、

間
住
域
周
辺
の
や
や
低
い
部
分
に
は
水
路
、
方
形
賭
溝
墓
群
を
形
成
し
て
い
る
。

大
き
な
微
高
地
の

に
竪
穴
住
屈
を
営
み
、

中
期
後
半
に
は
、

明
石
川
が
氾
濫
し
大
洪

水
が
襲
い
、
そ
の
際
に
は
六

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
砂
を
堆
積
さ
せ
、
住
居
だ
け
で
な
く
水
悶
や
方
形
周
溝
墓
を
も
そ
の

下
に
密
封
し
た
。

こ
の
時
、
人
々
は
何
も
持
ち
出
せ
ず
、
土
器
・
石
器
だ
け
で
な
く
鍬
・
鋤
な
ど
多
く
の
木
器
を
残
し
た
よ
う
で
あ
る
。
洪
水

に
襲
わ
れ
た
人
々
は
、
こ
の
洪
水
を
契
機
と
し
て
段
丘
上
へ
と
移
転
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
古
墳
時
代
も
段
丘
上
に
住
居
を

営
み
続
け
た
。
な
お
、
起
伏
の
多
か
っ
た
低
地
は
、
砂
の
堆
積
に
よ
っ
て
平
畑
一
化
し
、
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
て
い
る
。

六
甲
山
南
麓
は
沿
岸
か
ら
山
麓
、
山
腹
へ
の
幅
が
非
常
に
狭
く
、
河
川
に
は
急
流
が
多
い
た
め
、
水
窓
口
の
絶
え
な
い
地
域
の

つ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
上
昇
気
流
の
生
じ
や
す
い
急
斜
面
の
山
地
と
、
そ
れ
を
つ
く
る
風
化
の
進
ん
だ
花
山
岡
岩
山
地
と
、

の
山
麓
の
扇
状
地
上
に
位
置
す
る
神
戸
市
街
地
と
い
う
点
は
、
こ
の
地
域
の
土
砂
災
害
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
吉
代
の
水
窓
口

と
は
発
生
の
背
景
は
異
な
る
も
の
の
、
昭
和
十
一
一
一
年
（
一
九
三
八
）
の
販
神
大
水
害
を
は
じ
め
と
し
て
、

つ
い
最
近
ま
で
そ
の

被
害
に
人
々
は
悩
ま
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
る
。

も
と
や
ま

芦
罷
川
と
住
吉
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
複
合
一
扇
状
地
の
末
端
に
あ
た
る
本
山
遺
跡
（
東
灘
区
間
中
町
）
か
ら
は
、
体
生
時
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代
中
期
の
自
然
流
路
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
流
路
か
ら
弥
生
時
代
中
期
の
土
器
、
石
器
が
出
土
し
た
。
そ
の
出
土
状
況
か
ち
り
み
て
、

こ
れ
ら
の
造
物
が
、
付
近
に
あ
っ
た
住
居
地
か
ら
洪
水
に
よ
っ
て
流
さ
れ
、
こ
の
地
点
に
堆
積
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

住
吉
宮
町
遺
跡
（
東
灘
区
）
は
、
住
吉
川
と
石
屋
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
上
に
立
地
し
、
国
道
二
号
線
沿
い
に
広

が
っ
て
い
る
。
当
選
跡
で
は
五
世
紀
後
半
を
中
心
に
古
墳
群
が
形
成
さ
れ
、
現
在
、
大
小
七

O
基
を
超
え
る
古
墳
が
発
見
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
の
土
石
流
が
発
生
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
深
江
北
町
遺
跡
（
東
滋
区
）
の
後
背
裡
地
地
区
で
も
、

i
に
よ
る
度
重
な
る
洪
水
の
た
め
、
何
層
に
も
わ
た
っ

て
水
田
耕
土
層
（
土
壌
腐
）
と
洪
水
砂
崩
と
の
地
層
断
面
を
残
し
て
お
り
（
写
爽
初
）
、
特
に
埋
没
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
る
の

は
、
奈
良
か
ら
平
安
時
代
前
期
で
あ
る
こ
と
が
調
査
よ
り
わ
か
っ
て
い
る
。
他
に
も
郡
家
遺
跡
（
東
灘
区
）
で
も
、
各
遺
構
面

が
洪
水
砂
で
覆
わ
れ
て
い
る
。

地
震
考
古
学

考
古
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
る
地
割
れ
、
地
清
り
、
液
状
化
跡
な
ど
の
地
震
痕
跡
か
ら
、
地
震
の
発
生
年
代
を

先史！時代の自然災害

考
吉
学
的
に
推
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
図
幻
は
、
地
麓
考
古
学
の
第
一
人
者
で
あ
る
寒
川
姐
が
作
成

ふ
ん
さ

し
た
液
状
化
現
象
と
噴
砂
の
模
式
鴎
で
あ
る
。
ド
ッ
ト
部
分
は
砂
を
、
濃
い
網
掛
け
部
分
は
地
震
の
前
、
薄
い
網
掛
け
部
分
は

地
震
の
後
の
遺
構
を
示
す
。

m出

で
液
状
化
現
象
が
発
生
し
て
、

円
以
騒
を
引
き
裂
い
た
噴
砂
が
当
時
の
地
面
に
広
が
り
、
こ
の

後
に

I
層
が
堆
績
し
て
い
る
。
地
震
の
時
期
は
、

い
溝
（
濃
い
綿
掛
け
部
分
）
の
埋
没
以
降
で
、
新
し
い
溝
（
薄
い
網
掛
け
部

分
）
を
掘
削
し
た
直
後
、

そ
し
て

I
属
が
堆
積
す
る
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
噴
砂
と
地
層
の
関
係
か
ら
、
地
震

山
間
叩第

の
発
生
年
代
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

郡
家
遺
跡
（
東
灘
区
御
影
中
町
五
丁
目
）
か
ら
は
、
砂
脈
と
噴
砂
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
砂
献
は
、
縄
文
時
代
早
期
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の
迫
構
詔
を
引
き
裂
き
、
誼
上
の
堆
積
物
（
洪
水
砂
）
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
洪
水
砂
の
最
下
部
に
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

そ
れ

以
前
に
発
生
し
た
地
震
に
よ
り
、
液
状
化
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
と
考
え
事
り
れ

限27 液状化と I~！砂の慎式図
（フ＇1'!1i旭 n也後の El本~~より 4副主〕

て
い
る
。
ま
た
、
大
手
前
女
子
大
学
史
学
研
究
所
（
現
大
手
前
大
刊
さ
の
発
掘
に

よ
る
向
遺
跡
（
東
灘
区
御
影
中
町
二

γ
日
）
か
ら
は
、
古
墳
時
代
中
期
末
の
遺
構
面

に
お
い
て
も
、
地
震
痕
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
東
灘
区
の
住
吉
東
古
墳
は
、
築
造
後
ま
も
な
く
、
背
後
か
ら
の
山
地
か
ら

押
し
寄
せ
た
洪
水
堆
積
物
に
よ
っ
て
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
墳
丘
を
引

き
裂
く
よ
う
に
砂
脈
が
走
っ
て
い
る
。
砂
脈
を
発
生
さ
せ
た
地
震
は
、
古
墳
築
造

期
（
五
組
紀
後
半
）
以
降
で
、
大
量
の
洪
水
砂
が
も
た
ら
さ
れ
る
以
前
と
考
え
ら

れ
、
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
中
頃
ま
で
の
聞
に
相
当
す
る
。

古
墳
時
代
中
期
の
性
活
頭
上
で
地
震
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
生
活
面
も
古
墳
時
代
中

1
後
期
の
造
物
を
含
む
洪
水
堆
積
物
に

ま
た
淡
神
文
化
財
協
会
の
発
掘
に
よ
る
郡
家
遺
跡
（
策
灘
区
御
影
町
御
影
）
で
も
、

の
よ
う
に
し
て
、

薄
く
覆
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
上
商
に
発
達
す
る
鎌
倉
時
代
の
生
活
面
で
は
地
震
の
痕
跡
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ

J
R住
吉
駅
周
辺
地
域
が
縄
文
時
代
以
降
に
少
な
く
と
も
三
回
、
大
き
な
地
震
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

対
附
遺
跡
（
兵
昨
区
大
関
迎
四
丁
目
）
で
は
、
弥
生
前
期
の
貯
蔵
穴
埋
土
を
貫
く
砂
脈
が
断
面
で
雌
認
さ
れ
て
お
り
、
弥
生
時
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代
以
降
に
発
生
し
た
地
授
の
痕
跡
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

玉
津
田
中
遺
跡
（
悶
区
玉
津
町
営
／
下
）
で
は
、
弥
生
時
代
中
期
の
集
落
の
北
方
の
田
明
石
川
の
本
流
が
埋
ま
っ
た
部
分
に
作

ら
れ
た
水
田
上
の
数
カ
所
で
噴
砂
を
検
出
し
て
い
る
（
写
真
幻
）
。
こ
の
壊
砂
の
特
徴
は
、
組
粒
の
砂
と
と
も
に
最
大
径
七
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
燥
が
噴
出
し
て
い
る
こ
と
で
、
震
度
六
以
上
の
激
し
い
揺
れ
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
古
墳
時
代
後
期
（
六
位
紀

後
半
駁
）
の
水
田
聞
を
超
え
て
お
ら
ず
途
絶
え
て
い
る
が
、

一
カ
所
だ
け
超
え
て
い
る
館
所
が
あ
り
、
そ
れ
が
文
禄
五
年
（

九
六
）
に
発
生
し
た
伏
見
地
震
に
よ
る
液
状
化
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
六
甲
南
麓
で
は
五
由
紀
末
か
ら
六
段
紀
前

半
ご
ろ
の
問
機
の
地
震
痕
跡
が
数
カ
所
で
縫
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
を
際
関
と
す
る
噴
砂
を
含
ん
で
い
る
可
能
性

も
捨
て
き
れ
な
い
と
い
う
。

先史II寺代の自然災fit節守
35
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第
災
害
の
定
義

メ示'fr-

；良日

古
代
の
自
然
災
害

摂
津
国
・
播
謄
国
の
地
震

災
害
と
は
、
自
然
作
用
ま
た
は
人
為
作
用
が
誘
引
と
な
っ
て
、
人
間
活
動
の
地
域
社
会
や
生
活
環
境
に
損
傷

や
危
害
を
及
ぼ
し
、
か
つ
人
命
に
か
か
わ
る
現
象
、
も
し
く
は
人
命
に
か
か
わ
る
お
そ
れ
の
あ
る
現
象
で
あ

る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
誰
も
被
害
を
受
け
な
い
地
震
や
火
山
噴
火
な
ど
は
単
な
る
自
然
現
象
で
あ
っ
て
、

そ
の
意

味
で
災
害
と
は
、
被
災
者
を
伴
つ
て
は
じ
め
て
災
害
と
呼
び
う
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
火
山
・
洪
水
・
地
震
な
ど
の
痕
跡
は
、

日
本
最
古
の

地
震
記
録

遺
跡
の
発
掘
で
ず
い
ぶ
ん
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
が
、
災
申
告
が
記
録
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
さ
ら
に
時
代
を
下
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

い
ん
さ
よ
e

つ

允
恭
天
皇
五
年
七
月
己
丑
条
で
あ
る
。

古
代
史
料
上
で
は
じ
め
て
登
場
す
る
地
震
記
事
は
、

被
害
の
地
を
一
不
さ
ず
単
に
「
地
震
」
と
あ
れ
ば
、
通
常
宮
都
閥
辺
で
の
有
感
地
震
を
さ
す
と
判
断
す
る
。
こ

の
場
合
だ
と
大
和
朗
辺
で
揺
れ
が
感
じ
ら
れ
た
と
み
て
よ
い
。
た
だ
、
震
源
地
や
地
震
の
規
模
、
全
体
の
被
害
の
程
度
は
不
明

む

が

り

の

み

や

た

ま

だ

の

す

く

ね

の
績
宮
を
主
宰
す
べ
き
玉
田
宿
祢
が
、
礎
宮
の
被
災
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
な
く
、

で
あ
る
。
こ
の
地
震
の
際
に
、

酒
宴
を
催
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
允
恭
に
よ
っ
て
抹
殺
さ
れ
た
と
、
『
日
本
書
紀
』
に
は
見
え
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
地
震
記
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古
学
は
玉
旧
寵
祢
の
不
忠
伝
承
に
登
場
す
る
こ
と
、
ま
た
五
世
紀
代
の
記
述
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
国
史
上
の
地
震
初
出
記
事
と

す
る
に
は
疑
わ
し
い
点
も
多
い
。

被
地h害：
動よを
り異

体
的

明
記

くし
に fこ
破え最
た 古
れの

ぬ池
。震

は

と推
＼古

地な喜
怒控， 三絃

索、七

福宮
~ ~ 
t恵
む定

み
え

る

こ
の

に
よ
る
と
、

か
な
り
大
き
な
地
援
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
地
震
後
の
対

が
悉
く
損
壊
し
た
と
あ
り
、

応
と
し
て
、

四
方
の
「
地
震
の
神
」
を
杷
ら
せ
た
こ
と
が
み
え
る
。
た
だ
、
こ
の
地
箆
も
大
和
で
大
き
な
被
害
が
出
た
こ
と
は

う
か
が
え
る
も
の
の
、
震
源
地
や
地
震
の
タ
イ
プ
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

国
史
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
例
を
皮
切
り
に
、
以
後
多
く
の
地
震
記
事
が
登
場
す
る
。
実
録
性
や
信
感
性
に
か
け
る

を
除
外
し
て
み
て
も
、

以
降
の
五
国
史
で
六

O
O件
を
超
え
る
地
震
記
事
務
｝
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

有
史
最
古
の
白

鳳
南
海
地
震

国
史
の
記
録
上
最
初
に
克
え
る
南
海
地
震
は
、

そ
の
時

（
六
八
凶
）
の
も
の
で
あ
り
、

の
様
子
は
『
日
本
書
紀
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
述
に
よ
る
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

人
定
（
夜
十
時
頃
）
に
大
地
震
が
あ
っ
た
。
国
中
の
男
も
女
も
川
町
び
合
い
逃
げ
惑
っ
た
。
山
は
崩
れ
、
川
は
溢
れ
た
。

古代の臼然災害

閣
の
郡
の
官
舎
や
百
姓
の
家
麗
・
倉
庫
、

・
堂
場
・
神
社
の
破
壊
さ
れ
た
も
の
は
数
知
れ
ず
、
人
畜
の
被
害
は
多
大
で

あ
っ
た
。
伊
予
の
道
後
祖
泉
も
、
埋
も
れ
て
湯
が
出
な
く
な
っ
た
。

で
は
田
畑
五

O
余
万
頃
（
約
一
千
町
歩
、
約

二

O
O
へ
ク
タ
i
ル
）
が
埋
ま
っ
て
海
と
な
っ
た
。
在
者
は
、
？
」
の
よ
う
な
地
震
は
か
つ
て
な
か
っ
た
こ
と

ム
」
い
っ

A ’ヤーん山

刻一日日

た
：
・
。
（
伺
年
十
月
安
民
条
）

土
佐
田
司
が
、
「
高
波
が
押
し
寄
せ
、
海
水
が
湧
き
返
り
、

を
運
ぶ
船
が
た
く
さ
ん
流
失
し

と
報
告
し
た
（
同
年
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十
一
月
決
戊
条
）
。

兵
庫
県
内
で
は
、
南
あ
わ
じ
市
に
あ
る
汁
谷
遺
跡
で
も
、
七
世
紀
後
半
に
、
住
居
の
床
面
が
砂
脈
に
よ
っ
て
引
き
裂
か
れ
、

操
業
中
の
窯
が
壊
れ
た
痕
跡
が
兵
庫
県
教
育
委
員
会
の
調
査
に
よ
っ
て
見
つ
か
っ
て
お
り
、
こ
の
時
の
J

日
鳳
南
海
地
震
と
の
関

述
悦
が
指
憐
さ
れ
て
い
る
。
神
戸
市
域
の
被
害
に
つ
い
て
の
記
載
や
地
震
痕
跡
は
な
い
も
の
の
、
山
崩
れ
や
河
川
埋
没
、
建
物

の
倒
壊
や
、
液
状
化
現
象
、
津
波
な
ど
が
発
生
し
、
神
戸
市
域
に
住
ま
う
人
々
や
家
畜
な
ど
へ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。

天
平
六
年

の
大
地
震

天
平
六
年
（
七
一
一
一
間
）
に
は
全
国
的
に
地
援
に
見
舞
わ
れ
る
。
『
続
日
本
紀
』
悶
年
間
月
戊
成
条
に
よ
れ
ば
、
次

る 士山
こ大
とい
勝ぁ lこ
げ震3 の
てりよ
数き て う
う、 lこ
べ二F~ あ
宅、こ~t る
り＇，
ずの

の
癒
舎
を
壊
す
。

圧
死
せ
る
者
多
し
。

山
崩
れ
川
擁
が
り
、
地

こ
れ
に
よ
る
と
倒
壊
し
た
家
屋
で
圧
死
す
る
人
が
多
く
、
山
の
崩
溶
ゃ
、
川
の
埋
没
、
地
割
れ
が
各
地
で
生
じ
、
か
な
り
の
人

的
・
物
的
被
害
を
も
た
ラ
り
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
史
料
で
は
特
に
麗
源
地
を
記
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
地
震
が
河
内
平
野
の

生
駒
山
麓
を
南
北
に
走
る
生
駒
断
層
の
活
動
に
基
づ
く
地
震
と
見
る
説
も
あ
る
。
「
天
下
の
百
姓
」
の
家
屋
に
被
害
が
あ
っ
た

と
い
う
記
述
と
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
東
神
戸
地
域
に
も
大
き
な
影
響
を
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

九
世
紀
に
入
り
、
貞
観
十
年
（
八
六
八
）
に
は
播
磨
国
で
大
地
震
が
発
生
す
る
。
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観

十
年
七
月
八
日
条
に
よ
る
と
、
「
地
箆
ふ
る
。
内
外
の
塙
屋
を
動
か
し
、
往
々
頼
破
す
」
と
み
え
、
平
安

こ
く
が

の
内
外
に
お
い
て
も
垣
や
家
屋
の
被
害
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
一
週
間
後
に
は
、
播
磨
悶
の
国
街
か
ら
輯

貞
続
十
年
の
播

磨
国
大
地
震

204 
神戸と災諮?H佐.Jffi:



廷
に
被
害
報
告
が
聞
く
。

播
際
国
品
目
印
し
け
ら
く
、
「
今
月
八
日
、
地
大
い
に
震
動
り
て
、
諸
郡
の

の
堂
塔
、
皆
惑
く
頼
れ
倒

れ
き
」
と
。
（
『
日
本
一
一
一
代
実
録
』
貞
縦
十
年
七
月
十
五
日
条
）

そ
こ
に
は
、
嬬
磨
園
内
の
諸
郡
の
郡
家
の
建
物
や
定
額
寺
（
朝
廷
公
認
の
寺
院
）
の
設
や
塔
が
悉
く
崩
れ
倒
れ
た
と
あ
る
。
国
立

天
文
台
編
の
吋
理
科
年
表
』
で
は
、
こ
の
地
震
の
規
模
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7
に
等
し
い
か
そ
れ
以
上
と
推
定
し
て
い
る
。

源
地
は
、
現
在
の
兵
路
県
西
部
地
域
で
、
中
国
自
動
車
道
に
ほ
ぼ
沿
っ
て
走
る
山
崎
断
層
系
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
所
管
の
地
震
調
査
研
究
誰
進
本
部
地
震
諮
査
委
員
会
が
平
成
十
五
年
（
二

O
Q一
一
）
十
二
月
十
日
に
報
告
し
た

「
山
崎
新
層
山
市
の
長
期
評
価
に
つ
い
に
よ
れ
ば
、
山
崎
断
層
帯
は
、
時
山
県
東
部
か
ら
兵
路
県
南
東
部
に
か
け
て
分
布
す

な

い
3

せ

ん

く

δ

た
に

る
活
断
層
帯
で
あ
り
、
那
岐
山
断
層
帯
、
山
崎
断
層
帯
主
部
、
草
谷
断
腐
の
三
つ
の
起
震
断
関
に
区
分
さ
れ
る
と
い
う
。
山
崎

掛
層
帯
主
部
は
、
岡
山
県
美
作
市
勝
出
町
か
ら
兵
庫
県
三
木
市
に
至
る
断
層
帯
で
、

ほ
ぼ
西
北
西
i
東
南
東
方
向
に
一
連
の
新

関
川
が
連
な
る
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
。
全
体
の
長
さ
は
約
八

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
左
横
ず
れ
が
卓
越
す
る
断
層
帯
で
あ
る
。

古代の自然災課

な
お
、
山
崎
断
層
帯
主
部
は
、
兵
庫
黒
姫
諮
市
よ
り
北
西
側
と
兵
庫
県
神
崎
郡
福
崎
町
よ
り
南
東
側
と
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
最

や
す
と
み

新
活
動
時
期
が
異
な
る
と
い
う
。
北
西
部
に
属
す
る
安
富
断
簡
の
ト
レ
ン
チ
調
査
の
結
果
か
ら
は
、
八
世
紀
以
後
、
十
四
世
紀

以
前
に
最
新
活
動
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
原
因
と
し
て
こ
の
播
隣
国
大
地
震
を
あ
げ
て
い
る
（
推
定
マ
グ
ニ
チ
ュ
！

ド
ま
7

・1）。

’·~~~守

手村一一，Jlfl

播
磨
国
全
域
で
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
播
磨
か
ら
底
線
距
離
で
約

0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
平
安
京
で
も
被

寄
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
山
崎
断
層
帯
の
安
富
断
層
が
動
い
た
こ
と
に
よ
る
地
層
の
ズ
レ
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
か
ら
考
え

白代・仁11m店主史編II
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て
も
、

そ
の
間
に
あ
る
神
戸
市
域
で
も
か
な
り
の
人
的
・
物
的
被
害
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
大
地
震
は
七
月
八
日
に
発
生
し
て
以
降
も
、
「
日
本
一
二
代
実
錬
』
に
は
貞
観
十
年
だ
け
で

八
回
も
有
感
地
震

が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
播
磨
盟
大
地
箆
の
余
震
が
続
い
た
よ
う
で
あ
る
。
朝
廷
は
こ
れ
ら
の
地
震
に
対
し
て
、
対
策
を
講
じ
て

ひ

ろ

た

い

く

た

い
る
。
と
り
わ
け
、
神
戸
市
域
に
関
わ
っ
て
興
味
深
い
の
は
、
摂
津
国
の
広
田
・
生
田
の
両
神
社
に
使
者
を
派
遣
し
て
、
次
の

よ
う
な
処
置
を
と
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

や

み

で

ぐ

ら

た

て

ま

つ

こ

う

も

ん

い

使

を

摂

津

田

の

広

田

・

生

田

の

神

社

に

遺

り

て

幣

奉

ら

し

め

き

。

告

文

に

日

ひ

け

ら

く

、

広

ひ

ろ

ま

え

い

や

た

か

い

や

ひ

ろ

そ

む

ま

つ

お

も

お

し

め

も

う

田
の
大
神
の
広
前
に
申
し
賜
え
と
申
さ
く
。
大
神
を
弥
一
品
く
弥
広
に
供
え
泰
ら
ん
と
所
念
行
す
。
而
る
間
に
摂
津
田
解
し

け
ら
く
、
『
地
震
の
後
に
小
震
止
ま
ず
。
図
り
て
ト
へ
求
ぎ
し
む
れ
ば
、
大
神
の
布
志
己
利
賜
い
て
、
所
致
し
賜
う

な
り
』
と
申
せ
り
。
又
先
の
日
に
障
り
申
し
賜
う
事
も
有
り
け
り
。
四
り
て
今
、
従
一
位
の
御
冠
に
上
げ
奉
り
、
崇
め

ま

っ

さ

ま

、

の

も

り

の

か

り

の

リ

け

お

お

な

か

と

み

の

あ

そ

ん

く

に

お

っ

か

い

つ

か

み

し

る

し

さ

さ

た

て

ま

だ

奉
る
状
を
、
主
殿
権
助
従
五
位
下
大
中
臣
朝
臣
国
雄
を
差
使
わ
し
て
御
位
記
を
捧
げ
持
た
せ
て
奉
出
す
。
大
神
、
神

め

ゆ

く

さ

さ

お

だ

い

み

か

と

あ

ま

つ

ひ

つ

ぎ

と

さ

わ

か

さ

わ

な
が
ら
も
間
こ
し
食
し
て
、
今
も
住
前
も
、
天
の
下
平
安
に
、
天
皇
が
朝
庭
を
、
宝
位
動
く
こ
と
な
く
、
常
磐
に
堅
磐

お
お
み
こ
と
ら
ま

詔
旨
と
、

に
夜
の
守
り
日
の
守
り
に
、
護
り

え
奉
り
賜
え
と
申
し
賜
わ
く
」
と
申
す
。
（
『
日
本
一
一
一
代
笑
録
』
貞
線
十
年
間
十
二
月
十

日条）

一
一
代
実
録
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
の

月
十
六
日
に
、

広
田
神
に
は
従

位
、
生
田
神
に
は
従
一
一
一
位
と
い
う
神
階

（
神
に
授
け
ら
れ
る
位
階
）
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
特
に
従
一
位
と
い
う
位
階
は
、

般
宮
人
に
授
け
ら
れ
る
全
一
一
一

O
階
の
位
階

の
噌
つ
弘
之

一
位
に
相
当
す
る
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
時
の
清
和
天
皇
は
、
大
中
臣
斡
臣
悶
雄
と
い
う
官
人
を
派
遣
し
、
広
田

と
生
田
の
大
神
に
奉
幣
す
る
と
と
も
に
、
新
し
く
授
与
さ
れ
た
神
階
の
位
記
（
辞
令
虫
悶
）
を
与
え
て
い
る
。
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で
い
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

神
前
で
読
み
上
げ
る
告
文
に
よ
れ
ば
、
神
階
段
与
の
理
由
と
し
て
、
播
磨
国
大
地
震

j玄関神社（間宮市）

の
後
も
「
小
麓
」
（
余
震
）
が
や
ま
な
い
と
い
う
申
請
が
摂
津
国
か
ら
あ
っ
た
た
め
、

し

こ

り

朝
廷
で
占
っ
た
と
こ
ろ
、
生
出
・
広
回
大
神
の
「
布
志
己
利
」
に
よ
る
と
の
結
果
が
出

し
こ
り
」
は
動
認
「

の
連
用
形
名
詞
で

た
か
ら
だ
と
い
う
。
告
文
中
の

あ
り
、
「
積
り
」

「
怒
り
」
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
朝
廷
は
播
磨

隠
大
地
震
の
余
震
の
原
因
を
、
広
閏
・
生
田
両
神
の
怒
り
に
あ
る
と
み
た
の
で
あ
っ
た
。

写真22

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
大
地
震
の
原
田
は
、
科
学
的
に
見
れ
ば
神
の
怒
り
な
ど
で
は
な
い
。

お
ん
み
ょ
っ
り
よ
う

に
は
、
判
定
の
結
果
を
出
し
た
陰
陽
寮
と
、
広
田
・
生
田
両
社
と

」のいム
U

い
の

の
間
に
、
神
階
授
与
を
め
ぐ
っ
て
何
ら
か
の
政
治
的
・
経
済
的
な
利
害
・
打
算
が
絡
ん

そ
れ
で
は
摂
津
や
播
磨
国
内
に
あ
る
神
社
の
う
ち
、
な
ぜ
こ
の
両
社
が
選
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

の
活
断
層
、
す
な
わ
ち
六
甲

播
欝
国
内
の
山
崎
断
層
系
の
動
き
に
連
動
し
て
、
ち
ょ
う
ど
広
偲
・
生
田
両
社
を
結
ぶ
ラ
イ
ン

古代の自然災答

断
層
系
も
活
動
し
て
い
た
と
み
る
説
も
あ
る
。
こ
の
当
否
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
地
学
的
な
地
震
研
究
の
成
果
を
待
た
ね
ば

な
ら
ず
、
こ
こ
で
は
保
留
し
て
お
き
た
い
。

た
だ
、
地
震
が
発
生
す
る
九
年
ほ
ど
前
の
貞
観
元
年
に
は
、
ム
広
田
・
生
田
両
社
に
お
い
て
、
風
雨
を
折
る
た
め
に
朝
廷
か
ら

同
年
九
月
八
日
開
申
条
）
。
ま
た
、
こ
の
両
社
は
播
磨
国
大
地
震
後
の
元

川町一。－／・＇－

!J!'lー叩

使
い
が
派
遣
さ
れ
奉
幣
さ
れ
て
い
るか

ん
つ

鹿
元
年
（
八
七
七
）
に
お
い
て
も
、
「
甘
雨
」
を
採
ら
す
こ
と
を
期
待
さ
れ
泰
幣
を
受
け
て
い
る
（
吋
関
』
伺
年
六
月
十
四
日
単
一
八
米
条
）
。
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吋
延
喜
式
』
に
も
挟
津
国
の
析
雨
神
と
し
て
広
聞
社
・
生
田
社
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
（
巻
第
三
臨
時
祭
%
祈
雨
神
祭
条
文
後
に
雨

乞
い
の
神
と
し
て
も
崇
敬
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。

広
田
・
生
国
両
社
に
幣
吊
を
捧
げ
、
神
階
を
授
与
し
た
理
由
は
、
関
十
二
月
十
日
付
け
の
告
文
に
よ
る
と
両
社
の
怒
り
を
鎮

め
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
も
紹
介
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
告
文
に
は
続
き
が
あ
り
、
他
に
も
理
由
が
あ
っ

た。

わ

さ

わ

い

い

勺

く

さ

の

た

な

つ

も

の

又
辞
別
き
で
申
さ
く
、
日
祈
り
取
さ
く
、
『
風
雨
四
千
の
災
無
く
し
て
、
五
穀
損
う
こ
と
無
く
、

天
の
下
縫
い
足
ら
し
め
賜
え
』
と
祈
り
中
し
賜
ひ
き
。
而
る
に
祈
り
申
し
し
も
験
く
、
諮
問
豊
能
に
苅
り
収
め
詑
え
た

J
9
め

お

お

か

み

と

っ

と

お

も

む

し

め

い

や

し

ろ

お

お

み

て

ぐ

ら

さ

さ

り
。
此
又
皇
大
神
の
厚
き
助
け
な
り
と
な
も
、
歓
び
崇
び
所
念
行
す
。
因
り
て
今
、
礼
代
の
大
幣
南
を
俸
げ
持
た
し
め

た

て

ま

と

お

お

か

み

た

い

ら

お

だ

い

奉
出
す
。
大
神
平
け
く
聞
こ
し
食
し
て
、
天
下
平
安
に
護
り
助
け
賜
え
と
中
し
賜
わ
く
と
申
す
」
と
。

こ
っ
ち
ん

告
文
も
亦
同
じ
。
（
『
日
本
一
一
一
代
実
録
』
よ
封
筒
十
年
間
十
二
月
十
日
条
）

「
去
ぬ
る
八
月
一
一

生
田
の
神
社
の

つ
ま
り
、
地
震
発
生
の
翌
八
月
に
、
風
水
害
や
千
世
一
口
を
防
ぎ
、
五
穀
豊
繰
を
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
霊
験
を
し
め
し
諮
問
の
収
穫

も
無
事
に
済
ん
だ
。
今
回
は
そ
の
報
謝
と
し
て
幣
取
を
捧
げ
た
と
あ
り
、
広
閉
・
生
岡
両
神
の
怒
り
を
鎮
め
る
こ
と
で
地
震
を

お
さ
め
、
天
下
の
平
安
を
祈
念
し
た
の
で
あ
っ
た
。
千
筈
と
地
震
は
違
う
も
の
の
、
天
変
地
異
に
重
大
な
関
わ
り
を
持
つ
神
と

し
で
こ
の
倒
神
が
、
崇
敬
を
集
め
て
い
た
と
い
う
点
も
、
播
磨
悶
大
地
震
の
際
の
奉
幣
・
神
階
授
与
に
つ
な
が
っ
た
と
み
て
よ

い
だ
ろ
う
。

し
り
み
s
q

な
お
考
古
学
的
に
は
、
白
水
遺
跡
（
西
区
伊
川
谷
町
）
池
の
尻
R
地
区
の
油
状
遺
構
の
北
側
で
、
こ
の
地
震
に
よ
り
生
じ
た

て
ん
仁
ょ
う

噴
砂
が
注
目
さ
れ
る
。
時
遺
跡
は
、
明
石
川
の
支
流
伊
川
と
同
支
流
天
井
川
の
聞
に
形
成
さ
れ
た
沖
積
地
と
そ
の
北
側
の
丘
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陵
部
に
位
霞
す
る
。
こ
の
調
査
地
区
に
は
、
上
層
か
ら
順
に

1
1
7協
同
の
慕
本
的
土
揺
が
あ
り
、
噴
砂
は

の
砂
隠
か
ら

6
、
5
屈
を
貫
い
て
吹
き
上
が
り
、
調
査
区
北
の
落
ち
込
み
状
遺
構
を
被
っ
て
い
る
。
こ
の
落
ち
込
み
状
追
構
か
ら
出
土
し
た

土
師
器
か
ら
、
こ
の
噴
砂
が
貞
観
十
年
の
橋
勝
国
大
地
震
に
伴
う
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
年
の
大
地
震
が
、
平
安
京
内
や
播
府
間
国
内
の
み
な
ら
ず
、
簡
は
明
石
川
流
域
か
ら
、
東
は
広
田
・
生
田
神

社
付
近
ま
で
の
神
戸
市
域
に
対
し
て
、
か
な
り
の
被
害
を
も
た
事
り
し
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

仁
和
三
年
の

南
海
地
震

六
国
史
に
残
る
地
震
記
事
六

O
O件
余
り
の
う
ち
、
五

O
O件
余
り
が
九
世
紀
の
地
震
に
関
連
す
る
も
の
で

あ
る
（
図
お
）
。
も
ち
ろ
ん
、

一
般
に
六
悶
史
に
お
け
る
編
纂
方
針
は
、
史
料
ご
と
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は

巻
ご
と
に
異
な
る
し
、
ま
た
す
べ
て
の
地
震
を
記
録
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
単
純
に
地
震
記
事
の

登
場
閉
数
を
も
っ
て
古
代
日
本
の
地
震
の
あ
り
方
を
評
価
す
る
こ
と
は
、
統
計
学
的
に
は
厳
密
さ
を
欠
く
で
あ
ろ
う
が
、
大
ま

か
に
い
っ
て
、
九
世
紀
の
日
本
列
島
は
、
地
震
活
動
が
非
常
に
活
発
化
し
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

貞
観
十
年
の
地
震
か
ら
一
九
年
た
っ
た
仁
和

（
八
八
七
）
、

ふ
た
た
び
平
安
京
と
畿
内
一
円
を
大
地
震
が
襲
っ
た
。
吋
日

お代の自然災答

本
三
代
実
録
』
に
は
、
こ
の
池
袋
に
よ
る
司
平
安
京
で
の
被
災
状
況
が
か
な
り
詳
し
く
拙
か
れ
て
い
る
。

さ

る

ち

サ

う

こ

く

け

い

れ

き

ふ

れ

ら

お

仁

し

ゆ

っ

て

ん

い

し

し

ん

で

ん

お

わ

取
の
時
、
地
大
震
動
し
、
数
起
を
経
歴
し
て
炭
る
こ
と
硝
止
ま
ず
。
天
皇
、
仁
寿
殿
を
出
で
で
、
紫
寝
殿
の
南
庭
に
御

ね
h

い

く

ら

し

よ

う

し

ち

ド

し

よ

う

あ

く

ご

ざ

い

し

よ

な

そ

う

お

く

と

っ

ざ

い

さ

t
つ

ろ

L
ゃ

と

こ

ろ

し
、
大
蹴
省
に
命
じ
て
七
丈
の
幅
二
つ
を
立
て
て
御
在
所
と
為
し
給
い
き
。
諸
司
の
倉
屋
及
び
東
西
京
の
臆
舎
、
投

ど

こ

ろ

て

ん

タ

く

ね

お

と

ん

し

い

往
顛
覆
し
、
圧
殺
せ
ら
る
る
者
衆
く
、
或
い
は
失
神
し
て
頓
死
す
る
者
有
り
き
。
亥
の
時
、
亦
震
る
こ
と
一
一
一
度
。
五
畿

L
ち

ど

っ

た

い

し

ん

か

ん

し

や

か

い

行

f
つ

み

G
5

で
与
し

L
ゃ

あ

は

か

内
七
道
の
諸
国
も
同
日
に
大
震
あ
り
て
官
舎
多
く
損
じ
、
海
糊
仲
間
に
液
り
て
、
溺
死
者
勝
げ
て
計
る
べ
か
ら
ず
。
其
の

中
摂
津
田
尤
も

A·A• 一時

外い－・日IJ

し
か
り
き
。
夜
中
、
東
聞
に
声
有
り
、

の
如
き
者

な
り
き

o
q日
本
一
一
一
代
実
録
い
仁
和
一
一
一
年
七
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月
三
十
日
半
丑
条
）

こ
の
地
震
は
、
こ
の
日
の
申
の
時
（
午
後
四
時
頃
）
と
、
亥
の
時
（
午
後
十
時

880'1' 

ご
ろ
）
に
発
生
し
た
。
特
に
最
初
の
地
震
で
は
、
宮
中
の
蹴
や
役
所
、
京
内
の

860 

建
物
が
倒
れ
、
多
数
の
圧
死
者
が
出
て
、
中
に
は
失
神
し
て
頓
死
す
る
者
も
い

840 

た
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
時
の
光
孝
天
皇
が
避
難
し
て
、
紫
寝
殿
の
南
庭
に

720 740 760 780 800 820 

六国史にみえる地震記事数

移
り
、
大
蔵
省
に
命
じ
て
七
丈
の
雌

つ
を
立
て
さ
せ
て
御
在
所
と
し
た
と
書

か
れ
て
い
る
。
吋
理
科
年
表
』
は
、
こ
の
地
震
の
大
き
さ
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

8
以
上
だ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
日
の
揺
れ
は
畿
内
・
七
道
諸
国
の
全
域
に
お
よ
び
、
各
地
の
役

所
に
相
当
の
損
害
を
与
え
た
と
い
う
。
さ
ら
に
は
地
震
に
伴
っ
て
津
波
も
発
生

し
た
ら
し
く
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
溺
死
者
が
出
た
と
あ
る
。
と
く
に
大
き

図28

な
被
害
が
出
た
の
は
摂
津
国
で
あ
っ
た
と
い
う
。
広
範
囲
の
揺
れ
と
津
波
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
南
海
地
震
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
仁
和
の
南
海

品60

地
震
に
よ
り
発
生
し
た
巨
大
な
津
波
は
、
大
阪
湾
を
北
上
し
な
が
ら
摂
津
国
沿

640 

岸
部
を
襲
い
、
神
戸
市
域
に
も
多
数
の
被
害
を
も
た
w

り
し
た
で
あ
ろ
う
。
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摂
津
・
播
磨
両
盟
の
風
水
害

最
初
に
記
録
さ
れ

た
摂
津
の
水
害

古
代
に
限
ら
ず
前
近
代
社
会
の
人
々
は
、
農
業
用
水
や
飲
料
水
の
確
保
に
必
死
で
あ
っ
た
。
謹
淑
施
設

の
設
讃
や
層
水
権
の
取
得
を
め
ぐ
る
争
い
が
絶
え
ず
、
ま
た
干
害
時
に
は
神
に
祈
る
な
ど
し
て
水
を
求

め
た
。
ま
さ
に
水
は
天
か
ら
の
恵
み
と
考
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
恵
み
の
水
も
、
時
と
し
て
人
々
に
災
い
を
も

た
ら
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
古
代
史
料
に
は
、
大
風
や
洪
水
・
高
潮
に
よ
る
家
麗
の
倒
壊
、
回
加
の
水
没
な
ど
の
被
害
が
み
ら
れ
、

そ
の
た
め
収
穫
へ
の
影
響
や
住
民
や
牛
馬
の
水
没
な
ど
、
物
的
・
人
的
被
害
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
神
戸
市
域
で

は
、
古
く
か
ら
河
川
の
氾
艦
、
高
潮
、
六
甲
山
系
に
起
因
す
る
土
石
流
の
被
害
が
多
か
っ
た
。

国
史
上
最
初
に
登
場
す
る
摂
津
の
水
害
は
、
『
日
本
書
紀
』
白
雄
一
一

（
六
五
ニ
）
四
月
丁
未
条
に
み
え
る
。
こ
の
尽
か
ら
雨

が
降
り
続
き
、
九
日
間
に
わ
た
り
家
屋
や
水
田
が
損
壊
し
、
稲
萌
の
冠
水
、
人
・
牛
馬
の
溺
死
が
多
か
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
記

で
は
、
直
接
慎
様
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
時
の

で
あ
っ
た
孝
徳
の
い
た
難
波
宮
が
摂
津
盟
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、

古代の自然災害

」
の
付
近
の
水
窓
口
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

田
植
え
前
に
は
、
荒
地
や
雑
濃
の

い
茂
っ
て
い
る
関
を
耕
起
す
る
「
荒
悶
打
ち
」
と
呼
ば
れ
る
作
業
が
、
主
と
し
て
二
月

に
行
わ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

二
月
以
降
は
、
田
打
ち
の
本
格
化
と
と
も
に
、
播
種
の
時
期
を
迎
え
る
。

と

品＿，~会

主将－fl!)

種
稲
の
構
種
に
は
、
本
部
に
直
接
行
わ
れ
る
「
直
播
き
農
法
」
と
、
苗
代
悶
に
行
う
「
田
植
え
農
法
」
の
ニ
つ
の
農
法
が
あ
り
、

奈
良
時
代
に
は
す
で
に
旧
植
え
農
法
が

般
化
し
て
い
た
と
い
う
。

古代・ cj:Jf長｛経＇）：綴 E
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い

心

よ

苗
代
で
苗
が
十
分
に
生
育
す
る
と
、
次
は
本
田
へ
の
旧
植
え
と
な
る
。
『
橋
磨
国
風
土
記
』
讃
容
郡
条
に
は
、
大
神
と
妹
神

が
、
讃
容
に
あ
る
無
主
の
土
地
を
占
有
し
よ
う
と
競
争
す
る
伝
承
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
競
争
に
負
け
た
大
神
が
「
汝
妹
は
、

五
月
夜
に
猫
え
つ
る
か
も
」
と
述
べ
た
こ
と
か
ら
も
、
問
植
え
の
時
期
が
五
月
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
現
在
で
も

苗
が
冠
水
す
る
と
発
病
す
る
。
四
月
は
苗
代
で
育
成
し
た
苗
を
本
旧
に
田
秘
え
す
る
期
間
に
あ
た
り
、
こ
の
時
期
の
詣
の
冠
水

は
稲
の
収
穫
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
胃
り
し
た
。

奈
良
期
の
摂
津

播
磨
の
風
水
害

以
下
で
は
、
『
続
日
本
紀
』
の
記
述
を
中
心
に
、
神
戸
市
域
と
か
か
わ
る
県
津
・
播
磨
国
の
奈
良
時
代

に
お
け
る
風
水
害
に
つ
い
て
の
状
況
と
、
朝
廷
の
対
応
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

大
宝
元
年
（
七
O
一
）
八
月
、
播
磨
・
淡
路
・
紀
伊
の

一
国
が
、
大
風
と
高
潮
の
た
め
に
水
悶
や
岡
地
（
桑
や
漆
を
堪
え
る
た

め
に
口
分
凶
の
他
に
与
え
ら
れ
て
い
た
土
地
）
が
被
害
を
受
け
た
と
言
上
し
た
。
そ
こ
で
朝
廷
は
使
い
を
派
遣
し
て
、

の
状
態
を
巡
察
し
、
百
姓
を
存
潤
さ
せ
た
と
あ
る
（
悶
年
同
月
叩
寅
条
）
。
ま
た
、
但
馬
な
ど
一
七
カ
国
で
睦
の
発
生
が
あ
り
、

－
養
蚕

大
風
が
吹
い
て
百
姓
の
家
屋
が
損
壊
し
、
秋
の
収
穫
に
被
害
が
出
た
と
あ
る
（
同
年
同
月
半
額
条
）
。
翌
九
月
に
は
、

し
ん
じ
ゅ
っ

申
告
に
対
す
る
対
応
と
し
て
、
使
い
を
諮
問
に
派
遣
し
て
産
業
を
巡
察
さ
せ
て
、
百
姓
を
賑
愉
し
た
と
あ
る
（
同
年
同
月
戊
寅
条
）
0

し
ん
ご
っ

賑
悩
は
賑
給
と
も
い
い
、
高
齢
者
・
病
人
・
被
災
者
・
困
窮
者
な
ど
に
、
悶
家
が
思
恵
と
し
て
稲
穀
や
布
・
塩
な
ど
を
支
給

速
の
被

す
る
こ
と
で
あ
る
。

一
般
に
、
即
位
・
改
元
・
祥
瑞
出
現
な
ど
の
国
家
的
療
事
に
は
全
国
的
規
模
で
行
わ
れ
、
自
然
災
害
・
疫

病
・
飢
錯
の
発
生
時
に
は
、
諮
問
の
申
請
を
契
機
と
し
て
地
域
的
に
行
わ
れ
た
。
今
回
の
水
害
の
場
合
も
、
播
磨
な
ど
三
カ
国

の
申
請
を
契
機
と
し
て
服
組
が
行
わ
れ
、
神
戸
市
域
に
該
当
す
る
播
磨
閣
の
明
石
郡
・

の
住
民
も
お
そ
ら
く
賑
怖
を
受

け
た
の
で
あ
ろ
う
。
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和
銅
二
年
（
七
O
九
）
五
月
に
は
、
河
内
・
摂
津
・
山
城
・
伊
豆
・
甲
斐
の
五
国
が
、
長
雨
に
よ
っ
て
苗
が
損
な
わ
れ
た
と

あ
る
（
凶
作
斗
同
月
乙
亥
条
）
。
ま
た
陪
七
年
十
月
に
は
、
美
濃
・
武
蔵
・
下
野
・

－
播
磨
・
伊
予
が
「
大
関
」
に
て
家
屋
が

破
壊
さ
れ
た
と
あ
り
、
当
年
の
担
問
・
調
が
免
除
さ
れ
て
い
る
（
同
年
間
刃
乙
卯
条
）

0わ
せ

田
租
を
納
め
る
時
期
に
つ
い
て
規
定
し
た
剖
令
剖
租
条
の
技
釈
に
、
「
九
月
を
早
と
な
し
、

一
月
を
晩
と
な
す
」
（
交
官
集

解
』
）
と
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
地
域
や
時
代
に
よ
り
差
は
あ
る
が
、
収
穫
の
時
期
は
九
月
か
ら
十
一
月
の
聞
で
あ
っ
た
と
み
て
よ

い
だ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
も
、
十
月
の
大
風
は
収
穫
に
と
っ
て
多
大
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

苅
給
さ
れ
た
口
分
間
に
か
か
る
悶
租
は
、
九
月
中
旬
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
諸
国
の
郡
家
に
お
か
れ
た
正
倉
に
納
め
る

必
要
が
あ
っ
た
（
回
令
悶
極
条
）
。
調
は
、
貢
納
閣
か
ら
部
ま
で
の
距
離
に
よ
り
、
設
納
期
限
が
決
ま
っ
て
い
た
（
斌
役
令
締
結
物

つ

げ川
解
』
に
引
く
古
記
所
引
の
民
部
式
（
和
銅
五
年
以
前
に
成
立
）
に
よ
れ
ば
、
播
z
肢
は
「
近
国
」
扱
い
と
な
る
の

h
h沢
）
0

で
、
本
来
で
あ
れ
ば
十
月
一
一
一
十
日
ま
で
に
納
入
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

ゆ

り

つ

天
平
勝
宝
五
年
（
じ
五
一
一
一
）
九
月
に
は
、
強
い
南
風
に
よ
り
高
潮
が
発
生
し
、
摂
津
国
の
御
津
村
（
上
町
台
地
の
羽
海
岸
に
佼

凶
）
の
百
姓
の
住
居
一
一

O
余
区
が
損
壊
し
、
百
姓
五
六

O
余
人
が
諜
没
す
る
と
い
う
被
害
が
出
て
い
る
。
こ
の
時
に
は
、
漂

1t;・{tの臼然災害

没
を
免
れ
た
被
災
住
民
に
対
し
て
賑
怖
が
行
わ
れ
、
海
浜
部
の
住
民
を
京
内
（
灘
波
京
か
）
の
空
き
地
に
移
住
さ
せ
（
同
年
河
月

壬
災
条
）
、

一
月
に
は
、
摂
津
隈
の
う
ち
、
高
潮
被
害
に
あ
っ
た
諸
郡
の
田
租
を
免
徐
し
た
、
と
あ
る
（
向
付
仲
間
月
下
丑
条
）
。

延
暦
十
八
年
（
七
九
九
）
剖
月
に
は
、
山
城
・
河
内
・
摂
津
の
閣
で
水
が
引
か
ず
砲
が
縞
損
し
、
非
常

平
安
期
の
摂
津

播
磨
の
風
水
害

に
貧
し
く
生
活
に
苦
し
み
疲
れ
た
人
々
は
改
め
て
播
種
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
朝
廷
は
使
者
を
三
カ

見守 ーロll

に
派
遣
し
て
箆
民
を
巡
検
さ
せ
て
正
税
を
賜
っ
た
と
あ
る
（
吋
日
十
午
後
紀
」
陀
年
同
月
単
一
人
未
条
）
。
播
稲
で
き
な
か
っ
た
人
々
に
対
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し
て
、
賑
給
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

YJu

－℃匂つ

に
、
今
回
の
よ
う
に
正
税
が
支
出
さ
れ
る
場
合
と
、
義
倉
が
用
い
ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
正
税

一切へい！と一つ

は
、
諸
国
の
郡
家
の
正
倉
に
蓄
え
ら
れ
た
官
稲
で
、
稲
穀
と
穎
稲
（
穏
先
付
き
の
稲
）
か
ら
な
る
。
稲
穀
は
賑
給
な
ど
特
殊
な

ぶ
と
う
こ
く

用
途
以
外
で
の
使
用
が
原
則
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
不
動
穀
と
し
て
蓄
積
さ
れ
た
。
一
方
穎
稲
は
公
出
挙
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
る

賑
給
の
財
源
と
し
て

も
の
で
あ
っ
た
。

義
倉
は
、
備
荒
の
た
め
に
戸
ご
と
に
架
な
ど
を
徴
収
、
倉
に
蓄
積
し
て
凶
年
な
ど
の
際
に
貧
窮
民
に
支
給
す
る
制
度
で
あ
る
。

そ
う
L
き
に
ん

一
位
の
批
階
を
も
っ
官
人
以
下
、
百
姓
・
雑
色
人
に
至
る
ま
で
の
す
べ
て
の
一
戸
を
、

賦
役
令
義
倉
条
に
よ
れ
ば
、

々
一
戸
か
ら

下
々
一
戸
ま
で
の
九
等
に
分
け
て
、
ニ
石
か
ら

斗
ま
で
の
粟
（
稲
二
斗
、
大
変

斗
五
升
、
小
麦
二
斗
、
大
一
喜
一
斗
、
小
一
門
思

斗
を
そ

－
ぞ
1目
白
官

4
A！
v
P
4
4
4
口
U
5ノ

斗
に
代
納
可
）
を
一
戸
の
等
級
に
応
じ
て
田
租
と
同
時
に
納
め
さ
せ
た
。

（
八
一
一
一
六
）
五
月
十
八
日
に
は
、
平
安
宮
城
内
の
家
で
壊
れ
な
か
っ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ほ
ど
の
暴
嵐
雨
が

夜
の
内
に
吹
き
荒
れ
、
水
々
は
折
れ
家
屋
も
倒
壊
し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
四
日
前
、
藤
原
常
嗣
を
大
使
と
す
る
第
一
七
次
遣
唐

承
手[J

船
が
、
田
般
・
六

O
O余
名
の
編
成
で
難
波
か
ら
出
港
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
暴
風
雨
を
避
け
る
た
め
、
遣
唐
使
の
船
は
輪

か
と
の
こ
の
え

田
泊
に
一
時
的
に
停
泊
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
朝
廷
は
看
督
近
衛
一
人
を
船
処
に
派
遣
し
た
も
の
の
、
川
の
水
が
氾
濫
し
通
行

さ

ひ

ょ

う

え

し

よ

う

さ

か

ん

さ

び

は

り

す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
に
、
さ
ら
に
左
兵
衛
少
志
の
田
辺
吉
備
成
を
派
遣
し
、
安
否
を
悶
わ
せ
た
と
あ
る
（
「
日

本
後
紀
』
同
年
同
月
内
辰
条
）
。

ま
た
嘉
梓
元
年
（
八
四
八
）
に
は
、
八
月
初
め
よ
り
降
り
始
め
た
雨
が
止
ま
ず
、
京
中
は
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
。
宙
老
に

「
大
同
元
年
の
水
（
大
同
元
年
〔
八
O
六
〕
の
水
害
）
の
倍
で
あ
っ
た
」
と
一
一
一
一
口
わ
し
め
る
ほ
ど
の
水
量
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
摂
津
・
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河
内
で
も
被
害
が
あ
り
、
朝
廷
は
使
者
を
派
遣
し
て
被
災
者
を
巡
検
さ
せ
、
便
近
の
倉
隊
を
開
け
て
賑
給
し
た
と
あ
る
（
吋
続

日
本
後
紀
』
同
年
同
月
号
丑
・
皮
資
・
辛
卯
・
壬
民
・
甲
午
条
）
。

古代の自然災害第二節

古代・ Lj:ifil隆史編立
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第
三
節

古
代
の
災
害
観
と
災
異
思
想

古
代
の
災
害
観

自
然
認
識

と
災
害
綴

風
水
窓
口
や
地
震
、
火
山
な
ど
の
災
害
を
経
験
す
る
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に
特
有
の
知
恵
や
伝
統
が

形
成
さ
れ
、
継
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
蓄
積
さ
れ
た
過
去
の
災
害
経
験
は
、
地
域
の
人
々
の
自
然
認
識
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
く
。
平
成
七
年
（

九
九
五
）
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
ゃ
、
近
年
頻
発
し
て
い
る
風
水
害
の

経
験
を
通
じ
て
、
神
戸
市
域
の
住
民
に
と
っ
て
も
、
自
然
に
対
す
る
認
識
や
災
害
観
が
大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、

憶
に
新
し
い
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
古
代
に
は
、
現
代
と
は
異
な
る
独
自
の
自
然
認
識
や
災
害
鋭
が
あ
っ
た
。
結
論
的
に
一
あ
え
ば
、
現
代
で
い
う
白

然
災
害
や
農
業
被
害
、
伝
染
病
な
ど
が
「
災
害
」
「
附
火
災
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

六
月
と
十
二
月
の
終
わ
り
の
日
に
は
、
災
興
を
紋
う
行
事
で
あ
る
大
政
が
朝
廷
で
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
諮
問
で
も
、
疫

病
や
大
災
害
時
に
は
臨
時
に
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
大
級
行
事
か
ら
古
代
の
災
窓
口
続
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

は
ら
一
九
の
こ
と
ば

朝
廷
の
大
紋
の
際
に
唱
え
る
赦
詞
に
は
、
当
時
認
識
さ
れ
て
い
た
災
禍
の
種
類
が
み
え
る
。
た
と
え
ば
、
出
の
畔
を
破
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壊
す
る
「
畔
放
ち
」
や
、
溝
を
埋
め
る
「
溝
埋
み
」
、
木
製
の
用
水
路
を
破
壊
す
る
「
描
放
ち
」
、
汚
物
を
ま
き
ち
ら
す

な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
記
紀
神
話
に
お
い
て
ス
サ
ノ
ヲ
が
高
天
開
で
犯
し
た
各
種
の
「
不
法
行
為
」
を
示
す
と
と
も
に
、
け
恭

組
雨
に
よ
る
被
害
を
神
話
的
に
表
現
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
暴
風
雨
に
よ
る
公
共
的
機
能
を
も
っ
施
設
の
破
壊
は
、
擬

人
化
さ
れ
た
神
の
仕
業
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
古
代
の
人
々
が
も
っ
白
排
出
認
識
や
災
害
観
を
検
討
す
る
上
で
重
要
な
の
は
、
当
時
の
地
域
社
会
で
の
神
観
念
を
め
ぐ

る
問
題
で
あ
る
。
も
と
も
と
古
い
時
代
の
神
は
、
自
身
の
存
在
を
知
ら
せ
る
た
め
に
人
々
を
苦
し
め
る
側
面
が
あ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
風
水
窓
口
、
虫
害
、
疫
病
な
ど
の
災
い
を
も
た
ら
す

る
神
」
と
し
て
の
側
面
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
村
の
人
々

は
、
神
の
機
嫌
を
損
ね
な
い
よ
う
祭
る
こ
と
で
、
怒
り
を
鎮
め
る
の
で
あ
っ
た
。

吋
住
吉
大
社
神
代
記
』
に
は
、
為
奈
川
（
猪
名
川
）
で
宮
城
を
造
営
す
る
の
に
必
要
な
材
木
を
運
搬
し
よ
う
と
し
て
い
た
大

く
サ
し
さ
え
お
と
こ

神
「
霊
男
神
人
」
に
対
し
て
、
妻
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
猪
名
川
に
い
る
女
神
と
武
庫
川
に
い
る
女
神
間
土
が
争
っ
た
と
い
う

古代の災害総1と災異思想

説
話
が
み
え
る
。

く
オ
し
さ
λ

お

こ

こ

霊
男
神
人
猪
名
川
の
女
神
は
、
大
石
を
と
っ
て
武
隊
川
の
女
神
に
投
げ
つ
け
、

武
庫
川
の
芹
草
を
引
き
抜
い
た
た
め
に
、

猪
名
川
に
大
石
が
な
く
芹
が
生
え
、
武
庫
川
に
は
大
石
ば
か
り
で
芹
が
生
え
な
く
な
っ
た
。
両
河
川
は
…
つ
に
な
っ
て
海

に
注
ぐ
。
神
威
に
よ
っ
て
、
猪
名
川
に
は
不
浄
物
を
入
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
：
・
o

Q
同
』
為
奈
河
・
木
津
河
条
）

こ
の
説
話
は
、
暴
れ
川
と
し
て
の
武
瞭
川
の
氾
濫
を
神
話
的
に
表
現
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
水
害
を
神
の
仕
業
と
考

第三Hi

ぇ
、
神
の
怒
り
を
招
か
ぬ
よ
う
に
、
猪
名
川
に
は
不
浄
な
物
を
入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
慣
行
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
先

に
も
見
た
よ
う
に
、
貞
観
の
播
擦
問
大
地
援
の
原
因
を
生
出
・
広
間
大
神
の
怒
り
に
み
る
と
い
う
発
想
と
共
通
し
て
お
り
、
こ
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れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
古
代
の
人
々
の
災
害
に
対
す
る
考
え
方
の
ベ
l
ス
が
う
か
が
え
る
。

狭
義
の
災
害
史
で
は
、
い
わ
ゆ
る
地
震
や
火
山
、
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
が
主
な
研
究
対
象
と
な
る
が
、
古

古
代
の
災
異

代
の
災
害
つ
ま
り
「
災
い
」
「
災
異
」
と
い
う
用
語
に
は
、
現
代
の
私
た
ち
が
想
定
す
る
よ
り
も
多
く
の
内

容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
点
を
訴
す
も
の
と
し
て
参
考
に
な
る
の
が
吋
類
衆
国
史
』
の
「
災
奥
部
」
に
み
え
る
「
災
奥
」
の

分
類
で
あ
る
。

「
蝉
」
「
凶
年
」
「
一
一
一
合
歳
」
「
疾
疫
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
辺
諸
派
国
史
』
の
災
提
（

す
が
わ
ら
の

部
に
は
欠
失
部
分
が
あ
り
、
す
べ
て
の
災
異
の
分
額
が
明
ら
か
に
出
来
な
い
点
ゃ
、
あ
く
ま
で
も
同
書
の
編
者
で
あ
る
菅
原

道
真
に
よ
る
分
類
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
憾
み
は
あ
る
も
の
の
、
現
代
の
地
震
・
水
害
・
火
事
な
ど
の
自
然
災
害
と
と
も
に
、

魅
・
蝉
害
・
不
作
と
い
っ
た
農
業
被
害
、
疫
病
、
天
体
の
運
行
の

そ
れ
に
よ
れ
ば
、

「
地
震
」

い
」
な
ど
が
古
代
の
災
奥
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と

み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
以
下
で
は
、
摂
津
と
播
磨
を
襲
っ
た
皐
魅
や
そ
れ
に
伴
う
凱
館
、
疫
病
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

頻
繁
に
発
生
す

る
飢
鰻
・
田
中
舷

こ
の
表
口
は
、
六
閤
史
の
中
か
ら
、
現
在
の
神
戸
市
域
が
含
ま
れ
る
摂
津
・
播
磨
を
襲
っ
た
飢
鰻
の

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
天
皇
か
ら
の
思
勅
に
よ
り
特
別
の
救
悩
が
得
ら
れ
た
事
例
を
あ
げ

て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
他
に

で
早
に
よ
る
飢
僅
が
発
生
し
た
こ
と
な
ど
の
記
述
も

一
年
（
七
O
五
）
に
は

含
め
れ
ば
、
実
際
に
発
生
し
た
飢
謹
は
さ
ら
に
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
飢
謹
に
対
し
、
律
令
国
家
は
い
く
つ
か
の
施

策
を
行
っ
て
い
る
。

第

に
、
正
税
の
貸
付
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
延
暦

（八
O
閉
）
五
月
に
は
、
不
作
に
よ
り
百
姓
の
食
料
も
乏
し

く
、
ま
た
春
夏
の
水
害
に
よ
っ
て
生
活
の
糧
も
食
料
も
尽
き
て
し
ま
っ
た
の
で
、
正
税
一
一
万
束
を
貧
民
に
貸
し
付
け
て
家
業
を
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対応

i仮絵、負税免除

！！辰治l

！！辰愉

古代の災主客観と災異思想

表12

年月日

文武I.除H2.7
I友芸3.2.16
天平l守2.22

第三宣ii

日仮給
娠給

i仮給

！仮絵（3/14条）
使いを大和・7巧内・1Mr・.i!i:t工・
丹波・11器廃・讃岐の悶に派iさし
てi自を築i告させる（8/14条）
！磁給
i振絵
J需護軍隠i明石llll大級外iE八（立上
関¥J：我孫応義が官にあっては
怠、らず、店長る功績を者し、私

物をもって阪tunし、貧乏の徒
を助けた功総により外正六位

上を与える c12;19a長）
使いを派iざして阪給

使いを派illしてl仮給
使いを派iさして！波給
娠給

使いを派illして飢民に！坂絵
J番熔部llilif附隠の不［f}J殺各3000
射を転ill.!して冴般にfJIU式する。
渋／，It際立~j年災尽により til!i100 
mを駁給

天王l'-20.8.3
天王μ.3；ミ字7.12.21
天王µ.~主字8.1.16
7ミ平宝字8.3.14

i副長、参向、t番i杯、石丸、紀伊、阿波

和泉、参湾、迷江、近江、炎I段、上野、丹後、｛El替、
矯厚手、美作、Jilli前、伝／jtjJ、紀伊、淡路

肢はE

泌総
丹波、；番勝

；其w
J議！持
J兵／＇It.

六溜史にみえる摂機・橋勝の飢餓記事一覧

限名

J器廃、備前、告白仁わ、周紡、淡路、阿波、讃i技、伊予

河内、仮様、出家、安芸、紀伊、讃岐、伊予
大｛委、河内、摂津、近訳、伊勢、忘降、丹波、出袋、

？講話事、ヨミ作、1ill¥il、備ih、紀伊、淡路、讃岐

近江、綴l慈
摂線、J番目害、船11¥iJ
J番勝、備jj1j

妓除、J番号事、俗的、何ftl1,iJ'li後

天平和fl談1.3.16
延号事9.4.29

辺関23.2.25
大同5.5.8
大！百］5.6.19
7魚寝17.5.25
仁美12.3.8
え俊2.5.1

J長津元磁2.5.27

救
済
し
た
い
と
摂
津
閣
が
言
上
し
た
と
こ

言！｛~・ cjil世

ろ
、
許
可
さ
れ
て
い
る
Q
日
本
後
紀
い
向

年
同
月
丙
中
条
）
。

歴史編H

第
二
は
、
風
水
害
時
の
よ
う
に
賑
給

賜
物
で
あ
る
。
延
臆
二

の
二
月
に

も
、
摂
津
閣
が
凱
鐙
で
あ
っ
た
た
め
使
者

を
派
遣
し
て
娠
給
し
て
い
た
（
『
同
』
詞
年

同
月
夜
午
条
）
。
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
五

月
に
は
、
摂
津
閤
が
毎
年
の
よ
う
に
単
に

料な
でる
あの
るで

繍七米
ーを
O 蒸
O し
桝て
を乾
賑燥
給さ
しせ
たた
。食

倉
時
陣
令
逸
文
に
よ
れ
ば
、
繍
は
二

O
年
倉

に
備
蓄
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

一
方
で
、
近
鱗
の
闘
で
飢
騒
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
摂
津
・
播
磨
両
国
の
正
税
が

転
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
大
同
一
一
一
年
（
八
O
八
）
の
淡
路
闘
で
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の
飢
餓
に
は
、
播
隣
国
の
穀
を
も
っ
て
賑
給
し

Q
日
十
午
後
紀
』
同
年
間
月
壬
中
条
）
、
元
鹿
元
年
（
八
七
七
）
の
和
泉
悶
で
の
飢
鰹

に
は
、
播
磨
国
の
不
動
穀
六

0
0
0削
を
和
泉
悶
の
在
姓
に
班
給
し
（
「
日
本
二
一
代
案
録
』
元
俊
二
年
正
月
十
五
日
辛
亥
条
）
、
翌
年

の
摂
津
の
飢
餓
に
は
、
播
磨
・
備
前
両
国
の
不
動
穀
各
二

0
0
0削
を
転
述
し
て
摂
津
国
の
百
姓
に
班
賦
す
る
措
置
を
と
っ
て

い
る
（
吋
同
』
元
俊
二
年
五
月
内
山
中
朔
日
条
）
。
ま
た
、
貞
観
十

（
八
七
一
）

一
一
月
の
河
内
で
は
昨
年
来
か
ち
り
続
く
洪
水
と
平
総

の
た
め
農
民
が
失
業
し
た
た
め
、
摂
津
田
の
正
税
稲
五
万
東
を
賜
い
（
吋
附
」
同
年
同
月
壬
出

2
5、
同
十
五
年
六
月
に
は
、
河
内

の
飢
能
に
対
し
て
摂
津
闘
の
正
税
稲
一
万
束
を
賑
給
し
た
と
あ
る
（
吋
同
』
附
年
間
月
乙
卯
条
）

0

賑
給
の
財
源
と
し
て
正
説
と
義
倉
の

一
つ
が
あ
る
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
「
六
道
の
諸
国
、
早
に
泣
い
て
飢
荒
す
。

義
倉
を
聞
き
て
こ
れ
を
賑
愉
す
」
（
吋
続
日
本
紀
い
養
老
…
…
一
年
九
月
］
五
条
）
と
あ
る
よ
う
に
、
通
常
の
飢
挫
に
は
、
義
倉
を
利
用

し
た
救
愉
が
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

こ
の
よ
う
な
義
倉
を
利
用
し
た
救
協
は
、
正
史
に
記
録
が
残
り
に
く
い
の
に
対
し
て
、

思
勅
に
よ
り
正
税
を
財
源
と
し
て
な
さ
れ
る
被
災
者
へ
の
救
協
は
、
疋
史
に
記
録
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

一
一
は
、
「
造
地
使
」
（
撲
滅
用
の
貯
水
池
を
築
く
た
め
の
使
者
）
の
派
遣
で
あ
る
。

一
年
を
通
じ
て
降
雨
援
の
少
な
い
瀬
戸
内

海
沿
岸
地
方
で
は
、
古
く
か
ら
港
紙
問
の
た
め
池
が
造
ら
れ
て
き
た
。
現
在
で
は
、
全
国
の
た
め
池
数
一

四
万
数
千
に
対
し
て
、

そ
の
半
数
が
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
方
に
集
中
し
て
お
り
、
な
か
で
も
兵
庫
県
に
は
四
万
四

0
0
0余
り
の
た
め
池
が
あ
り
、

の
た
め
池
保
有
県
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
神
戸
市
西
部
か
ら
印
南
野
台
地
に
か
け
て
多
く
分
布
し
て
い
る
。

古
代
の
農
民
に
と
っ
て
も
、
農
業
用
水
の
確
保
は
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
。

日
常
的
な
用
水
の

は
村
を
単
位
に
行
わ
れ

る
が
、
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
八
月
、
造
地
使
を
派
遣
し
て
、
大
和
・
河
内
・
山
城
・
近
江
・
丹
波
・
播
磨
・
讃
岐
悶
に

地
を
築
か
せ
て
い
る
（
「
続
日
本
紀
』
同
年
同
月
己
卯
条
）

0

池
の
修
造
に
は
多
く
の
労
働
力
が
必
要
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
河
内
国
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狭
山
山
地
の
堤
の
修
造
に
は
、
延
べ
八
万
三

0
0
0人
を
要
す
る
と
見
積
も
り
さ
れ
て
い
た
勾
向
い

こ
の
よ
う
な
労
働
力
は
容
易
に
兵
力
に
転
化
し
う
る
し
、
ま
た
今
回
造
地
使
が
派
遣
さ
れ
た
国
々
は
、

と

と

く

さ

ん

け

ん

へ

い

t

L

（
燦
原
伸
麻
呂
）
が
就
任
し
た
「
都
督
四
畿
内
三
間
近
江
丹
波
播
際
等
間
兵
事
使
」
が
管
掌
す
る
諸
国
に
、

’L

み
の
お
し
か
っ

翌
九
月
に
恵
美
押
勝

讃
岐
を
除
い
て
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
今
回
の
造
池
使
の
派
遣
が
、
押
勝
か
反
押
勝
勢
力
か
に
よ
る
兵
力
徴
発
を
怠
関
し
て
の
政
策
と

考
え
る
説
も
あ
る
。
た
だ
、
天
平
宝
字
八
年
は
、
瀕
戸
内
海
諮
問
の
日
照
り
が
深
刻
で
、
疫
病
に
よ
り
多
数
の
死
者
も
出
て
お

り
、
正
月
に
は
播
磨
・
備
前
で
、
一
二
月
に
は
摂
津
・
播
磨
・
備
前
・
帥
畑
中
・
備
後
で
飢
陸
が
あ
り
、
賑
給
が
行
わ
れ
て
い
る

（
『
続
日
本
紀
い
同
年
正
月
中
資

一
月
辛
亥
条
）
。
播
熔
へ
の
能
者
派
遣
は
、
あ
る
程
度
は
実
際
の
早
害
対
策
と
み
て
も
よ
い
だ
ろ

ヲつ。
第
四
は
、
畑
作
の
奨
励
で
あ
る
。
実
際
の
農
業
生
活
で
は
、
畑
作
の
占
め
る
割
合
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
養

は
ん
か

（
七
二
二
）
七
月
に
は
、
全
国
の
百
姓
に
対
し
て
晩
禾
・

・
小
麦
を
植
え
る
こ
と
を
進
め
て
い
る
（
吋
続
日

古代の災客観と災；？!1思l;¥Il

本
紀
』
同
年
同
月
戊
子
条
）

0

ま
た
翌
年
八
月
二
十
八
日
太
政
官
符
ゃ
、
弘
仁
十
一
年
（
八
二
O
）
七
月
九
日
太
政
官
符
（
吋
頒
淡
三

代
絡
い
巻
八
・
伎
桑
市
中
）
に
よ
れ
ば
、
八
月
よ
り
大
変
・
小
麦
の
栽
培
を
奨
励
し
て
い
る
。
地
方
へ
の
施
策
伝
達
に
要
す
る
時
間

差
を
考
ぃ
慰
す
れ
ば
、
現
地
で
は
七
月
下
旬
な
い
し
は
八
月
に
む
け
て
の
農
作
業
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
承
和

弘、
1ν

ミー～ぺ
ν

七
年
（
八
限
O
）
五
月
に
は
、
水
田
耕
作
の
忙
し
い
五
月
で
あ
っ
て
も
、
指
之
を
救
う
畑
作
物
と
し
て
黍
・
－
稜
・
大

・
小
豆
・
胡
麻
を
栽
培
さ
せ
て
い
る
（
記
抗
日
本
後
紀
い
陪
年
同
月
丁
五
条
）
。

第三i:ii'i

当
時
の
厳
し
い
生
活
条
件
の
も
と
で
は
、
早
魅
や
風
水
申
告
に
弱
く
き
わ
め
て
不
安
定
な
水
田
耕
作
の
み
に
百
姓
を
依
存
さ
せ

る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
り
、
危
険
分
散
に
意
味
合
い
か
ら
も
、
端
境
期
の
食
料
確
保
の
福
か
ら
も
、
律
令
政
府
は
畑
作
を

古代・ rfr!ll:lit史t~lll
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賞
し
て
奨
励
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
は
、
国
家
と
し
て
の
施
策
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
公
的
な
制
度
以
外
に
も
被
災
者
へ
の
救
悩
は
行
わ
れ
て
い
た
。
た

と
え
ば
、
延
暦
九
年
（
七
九
O
）
四
月
に
は
、
播
磨
な
ど
一
四
カ
闘
が
飢
躍
と
な
っ
た
。
こ
の
時
に
は
、
賑
給
の
対
象
と
も
な
っ

ふ
じ
λ
の
あ
び
こ
の
う
ま
か
い

た
が
、
播
磨
間
明
石
郡
の
大
領
で
あ
る
葛
江
我
孫
馬
養
が
、
私
物
を
投
じ
て
郡
内
の
貧
民
を
救
済
し
た
と
し
て
、
外
正
八
位

よ
か
ら
外
正
六
位
上
に
位
階
が
昇
叙
さ
れ
て
い
る

Q
続
日
本
紀
』
同
年
十
ニ
月
庚
成
条
）
。
娠
怖
に
関
す
る
民
間
の
私
富
の
導
入

は
、
播
磨
、
だ
け
で
は
な
く
全
国
で
行
わ
れ
て
い
る
。
地
方
の
郡
司
隠
や
有
力
農
民
隠
も
、
飢
民
の
救
済
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
、
地
域
社
会
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
機
能
は
重
層
的
に
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

疫
病
の
流
行
飢
鑓
に
よ
り
栄
養
状
態
が
悪
化
す
る
と
疫
病
も
流
行
す
る
。
古
代
で
は
、
「
疫
機
間
発
し
、
天
死
す
る
も
の

と
そ
の
対
策
如
し
」
（
「
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
年
正
月
丁
関
条
）
と
あ
る
よ
う
に
、
何
度
も
疫
病
が
蔓
延
し
た
。
奈
良
時
代

わ
ん
と
う
そ
う

の
伝
染
病
と
し
て
有
名
な
の
は
、
天
平
七
年
（
七
一
一
一
五
）
と
同
九
年
に
流
行
し
た
碗
立
癒
（
庖
癒
・
天
然
痘
）
で
あ
る
。

大
宰
府
管
内
を
中
心
と
し
て
流
行
し
た
天
平
七
年
の
天
然
痘
は
、
翌
八
年
に
は

旦
終
息
す
る
も
の
の
、

こ
の
年
の
春
、

疫
磨
大
き
に
発
る
。
初
め
筑
紫
よ
り
米
り
て
夏
（
旧
暦
四
月
1
六
月
）
を
経
て
秋
（
七
月
1
九
月
）
に
渉
る
。
公
卿
以
下
天
下
の

あ

か

ぞ

百
姓
相
継
ぎ
て
没
死
ぬ
る
こ
と
、
勝
、
け
て
計
う
べ
か
ら
ず
。
近
き
代
よ
り
以
来
、
こ
れ
有
ら
ず
」
（
吋
続
日
本
紀
』
天
平
九
年
是
歳

ふ

さ

さ

さ

む

ち

条
）
と
あ
る
よ
う
に
、
多
く
の
宮
人
・
百
姓
が
死
亡
し
た
。
藤
原
氏
で
は
一
時
前
・
麻
呂
・
武
智
麻
目
・

の
問
兄
弟
が
病
死

し
て
い
る
。

朝
廷
で
は
、
賑
給
と
と
も
に
、
山
川
や
神
仏
へ
の
祈
稿
、
疫
病
鎮
圧
の
た
め
の
関
分
寺
創
建
な
ど
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
の

他
に
も
天
平
九
年
六
月

日
に
、
播
磨
の
属
す
る
山
陽
道
を
は
じ
め
と
し
て
全
閣
に
、
疫
病
の
治
療
法
を
指
示
し
た
太
政

222 
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る
い
じ
ゅ
》

A
せ
ん
し
よ
う

官
符
を
発
令
し
て
い
る
（
吋
類
来
符
笈
抄
』
第
一
二
、
疾
疫
）
O

第
一
条
に
は
こ
の
疫
病
の
病
名
（
「
樹
液
駅
」
）
や
症
状
、

一
条
に
は
体
を
冷
や
さ
な
い
こ
と
、
第
三
条
に
は
寝
床
の
注
意
、

第
四
条
・
第
五
条
に
は
鮮
魚
や
生
野
菜
を
食
べ
な
い
な
ど
、
病
中
の
食
事
に
つ
い
て
の
注
意
、
第
六
条
は
快
復
期
の
食
事
に
つ

い
て
、
第
七
条
で
は
服
用
す
べ
き
薬
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
命
令
が
到
着
次
第
、
速
や
か
に

一
人
を
使
と
し
て
速
や
か
に
派
遣
す
る
こ
と
、
ま
た

写
し
取
り
、
隣
国
に
伝
送
さ
せ
、
国
司
は
、
郡
司
の
う
ち
主
帳
以
上
の

国
司
は
閣
内
を
巡
行
し
て
百
姓
に
こ
の
対
処
方
法
を
教
え
、
霊
場
や
粥
を
用
意
で
き
な
い
百
姓
に
は
官
物
を
賑
給
す
る
よ
う
命

じ
て
い
る
。

も

ち

ご

め

こ

そ

み

つ

し
か
し
、
貧
し
い
百
姓
に
と
っ
て
は
、
小
豆
粉
・
嬬
米
粉
・
鶏
卵
・
蘇
蜜
（
牛
乳
か
ら
製
し
た
油
で
あ
る
蘇
油
と
蜂
獲
を
混
ぜ
た

も
の
）
な
ど
の
接
取
と
い
っ
た
、
朝
廷
が
指
示
す
る
治
療
法
を
実
行
す
る
こ
と
は
間
雑
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

他
に
も
播
磨
国
で
は
天
平
宝
字
四
年
（
七
六
O
）
、
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
に
、
摂
津
田
で
は
天
平
宝
学
四
年
、
同
六
年
に
深

古代の災答観と災奨思想

刻
な
疫
病
に
見
舞
わ
れ
た
。
天
平
宝
字
四
年
の
際
に
は
、
播
磨
な
ど
の

五
カ

で
疫
病
が
あ
り
、
賑
給
が
行
わ
れ
た
（
同
年

一
一
一
月
了
亥
条
）
。
ま
た
、
向
七
年
に
は
摂
津
・
山
城
の
両
国
で
疫
病
が
あ
り
、
賑
給
が
行
わ
れ
た
（
向
年
六
月
戊
成
条
）
。
し
か
も

天
平
宝
｛
子
年
間
に
は
、
凱
鰻
が
長
期
か
つ
広
範
酪
に
及
ん
で
お
り
、
疫
病
と
重
な
っ
た
摂
津
と
播
磨
の
地
域
社
会
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

疫
病
に
対
し
て
は
、
律
令
国
家
は
賑
給
や
治
療
方
法
の
指
示
な
ど
を
行
っ
た
が
、

一
方
、
地
域
住
民
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を

日 －M5羽ニUll

と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
参
考
と
な
る
の
は
、
各
国
風
土
記
に
記
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
治
癒
方
法
で
あ
る
。

吋
同
情
搭
国
風
土
記
』
に
は
、
景
行
天
皇
が
病
気
に
な
っ
た
際
に
、
印
南
問
（
加
古
川
）
の
年
魚
を
「
薬
」
に
し
た
と
あ
り

古代・仁科止涯史編E
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（
賀
十
日
郎
条
）
、

ぬ

ま

お

い

け

れ

ん

こ

ん

鹿
島
神
宮
の
北
に
あ
る
沼
毘
池
に
生
え
る
連
根
を
食
べ
る
と
病
が
治
る
と
の

さ
ら
に
『
出
雲
閣
風
土
記
』
に
は
、
出
雲
国
の
仁
多
郡
漆
仁
川
の
川
辺
に
あ
る
薬
湯
で
は
、

史
的
陸
国
風
土
記
』
ア
」
中
」
目
、

l
l
 

ま
た

記
述
が
あ
る
（
香
山
阿
部
条
）
。

ひ
と

た
び
人
次
附
す
れ
ば
体
が
ゆ
っ
た
り
と
し
、
再
度
入
る
と
あ
ら
ゆ
る
病
気
が
治
る
の
で
、
昼
夜
途
切
れ
る
こ
と
な
く
老
若
男
女
の

行
列
が
出
来
て
い
た
と
の
伝
説
を
載
せ
る
。

こ
の
よ
う
な
各
国
風
土
記
に
み
え
る
効
験
あ
ら
た
か
な

と
し
て
の
特
産
物
ゃ
、
湯
治
の
記
述
に
は
も
ち
ろ
ん
潤
色
や

の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

お

ん

み

ょ

っ

｛

あ

へ

の

せ

い

め

い

ま

し

心

律
令
国
家
の
体
制
が
弱
ま
っ
て
く
る
十
由
紀
以
降
に
な
る
と
、
陰
陽
師
安
倍
崎
明
に
代
表
さ
れ
る
呪
い
の
限
界
が

て
ん
け
い

G
い

貴
族
か
ら
庶
民
へ
と
拡
が
っ
て
く
る
。
天
刑
星
信
仰
と
北
斗
七
星
信
仰
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
諸
惑
を
可
る
神
と
し
て
牛
頭
天

誇
張
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
地
域
独
自
の
、
庶
民
レ
ベ
ル
で
の

ま
た
、

は王
天ヱが
工日ミ
屋：：
カ三
あ
り

さ
ら
に
そ
の
上
に
疫
鬼
を
退
治
す
る
天
刑
躍
と
い
う
神
が
登
場
す
る
。

ま
た
、

天
情
の
乗
り
物
と
さ
れ
た
北
斗
七
星
に

治
病
・
消
災
・
延
生
の
効
能
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

出
土
地
物
で
は
、
道
教
の
秘
文
で
あ
る
符
録
や
呪
旬
「
急
々
如
律
令
」
な
ど
を
官
官
い
た
邪
気
払
い
手
段
の
呪
符
木
簡
が

し
ん
は
う

あ
り
、
神
戸
市
内
で
は
、
新
方
遺
跡
・
玉
津
田
中
遺
跡
・
古
田
南
追
跡
（
問
区
森
友
）
、
宅
原
追
跡
（
山
市
川
泌
地
区
）
（
北
区
長
尾
町
三

υり
さ
た
ま
ん

長
問
神
社
境
内
遺
跡
（
長
問
区
長
問
的
・
大
塚
町
）
、
森
北
町
遺
跡
（
東
滋
区
森
北
問
）
、
風
追
跡
（
北
区
八
多
川
）
、

楠
・
荒
田

町
遺
跡
（
中
央
区
摘
何
）
、
深
江
北
町
遺
跡
（
東
灘
区
深
江
北
町
）
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。

（
符
録
）
急
々
如
律
令
」
と
あ
り
、
有
年
原
田
中
追
跡
の
例
を
参
考
に
す
る

玉
津
問
中
遺
跡
出
土
の
も
の
に
は
、

と
て
ん
と
う

と
、
最
初
の
文
字
は
附
天
主
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
叫
天
皇
は
、
天
帝
が
天
担
忠
一
に
命
ず
る
こ
と
で
、
符
録
の
鬼
の
群
列
は
病

’
慌
を
表
現
し
、
急
々
如
律
令
は
「
す
み
や
か
に
正
常
に
一
民
れ
」
と
い
う
指
示
を
表
す
。

つ
ま
り
、
天
岩
屋
に
病
魔
（
疫
病
）
の
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牛
頭
天
王
は
こ
の
兄
に
「
蘇
民
将
来
子
孫
也
」

写真23 森北HIJj立跡
ii：＼二i：「議主民将
米J木キL

侵
入
を
止
め
る
よ
う
指
示
し
た
札
で
あ
る
。

」
れ
と
似
た
札
に
は

が
あ
る
。
こ
れ

は
、
妻
を
求
め
て
旅
に
出
た
牛
頭
天
王
が

飯
を
請
う

た
と
こ
ろ
、
富
裕
な
弟
は
拒
み
、
貧
し
い
兄
の
蘇
民
将
来
は

に
も
て
な
し
た
。
そ
こ
で
、
妻
を
姿
っ
て
戻
る
途
中
、

い
た
札
を
渡
し
、
自
分
が
ま
き
散
ら
し
た
疫
病
か
ら
救
い
、
弟

家
を
減

は
森
北
町
追
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
（
草
川
口
μ
）0

ぼ
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
札
を
持
っ
て
い
る
と
、
牛
頭
天
王
の
疫
病
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。
市
内
で

り
、
庶
民
の
側
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

当
時
の
人
々
は
、
関
家
か
ら
の
賑
給
・
胞
薬
や
指
示
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、

－
湯
治
・
祭
杷
・
呪
い
な
ど
に
よ

を
行
っ
て
い
た
。
自
然
災
害
や
疫
病
な
ど
の
原
悶
を
荒
ぶ
る
神
や
疫
神
に
求

11:1・代の災努観と災主主Uc.El：を！

め
、
荒
ぶ
る
神
を
畏
れ
祭
り
、
疫
神
を
居
住
空
間
に
入
れ
な
い
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

2 

古
代
田
本
の
災
異
思
想

災
異
思
想
と
天

子
不
徳
の
詔

前
述
の
よ
う
な
災
奥
の
発
生
に
対
し
て
、
古
代
国
家
は
い
か
な
る
対
策
を
講
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ム
ハ
国

史
に
み
え
る
災
異
対
策
の
う
ち
、
と
り
わ
け
七
白
紀
末
以
降
の
大
地
震
の
発
生
時
で
は
、
①
神
仏
へ
の
加

""4.－－~－·＿，.，.，，. 
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識
で
祈
願
（
析
傍
・
読
経
な
ど
）
、
②
被
災
住
民
へ
の
免
税
（
一
定
期
限
の
松
山
淵
の
免
除
な
ど
）
、
命
救
援
物
資
の
支
給
（
娠
給
、
間
物

;1,-{¥. tjil.it 経！と~ ；，＼宜
戸、ノつ－2

 



物
）
、
④
被
災
家
屋
の
撤
去
・
修
築
、
⑤
死
者
の
埋
葬
、
⑥
官
僚
機
構
の
刷
新
（
人
材
の
設
賂
）
な
ど
の
い
ず
れ
か
が
行
わ
れ
て

い
る
。②

か
ら
⑥
は
現
代
に
も
通
ず
る
実
効
的
な
対
策
で
あ
る
が
、
古
代
の
被
災
住
民
へ
の
人
道
主
義
の
観
点
や
公
共
性
の
思
想
に

も
と
‘
つ
い
て
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
古
代
田
家
の
災
害
対
応
は
、
儒
教
的
な
災
異
思
想
を
背
景
に
し
て
い
た
点
に
大
き
な

特
徴
が
あ
る
。

古
代
の
日
本
で
は
、
為
政
者
が
行
っ
た
良
政
を
讃
え
て
天
が
出
現
さ
せ
る
特
異
な
動
植
物
・
鉱
物
や
自
然
現
象
を
「
祥
瑞
」

：
、
、
、

J
L
L
 
一
方
、
悪
政
に
対
し
て
は
、
戒
め
と
し
て
天
が
下
す
も
の
を
「
災
異
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
中
国
の
天
人

相
関
思
想
に
由
来
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

の
統
治
権
は
天
命
（
夫
の
意
思
）
に
由
来
し
、
天
命
は
有
穂
者
に
下
る
。
し
た
が
っ
て
、
君
主
が
徳
を
失
え
ば
、
別
姓

の
有
徳
者
に
変
（
易
）
わ
り
、
天
命
が
革
（
改
）
ま
っ
て
革
命
と
な
る
、
つ
ま
り
「
易
姓
革
命
」
と
い
う
他
姓
の
有
徳
者
が
新

た
に
王
朝
を
創
始
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
論
理
が
中
国
に
は
あ
っ
た
。
よ
っ
て
巨
大
な
自
然
災
申
告
は
、
不
徳
の
証
し
に
他
な

ら
な
い
。
臼
本
に
も
こ
れ
ら
の
思
想
が
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
在
位
中
の
災
窓
口
に
対
し
て
は
、
具
体
的
な
対
応
を
す
る
こ
と
で

徳
を
示
そ
う
と
し
た
。

失
政
に
対
す
る
批
判
か
ら
く
る
王
権
の
動
揺
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
災
異
発
生
時
こ
そ
有
徳
な
君
主
と
し
て
の
天
皇
を
政
治
的

に
強
調
す
る
必
要
が
出
て
き
た
。
災
異
発
生
時
に
は
、
そ
れ
が
具
体
的
な
対
応
を
伴
っ
た
「
徳
政
」
と
し
て
現
れ
る
こ
と
と
な

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
徳
政
の
真
の
目
的
は
被
災
住
民
の
救
済
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
災
異
発
生
を
通
じ
て

動
揺
す
る
王
権
や
君
主
の
地
位
を
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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